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１． はじめに

国土交通省北海道開発局では，北海道における

河川，道路，港湾・空港，農業，漁港等の整備，

官庁営繕等の社会資本整備を総合的・一体的に実

施しており，出先機関として道内各地域に１０の開

発建設部を置き，地域に密着した開発行政を推進

しています。その中で，年間約１，８００件（平成２２

年度）の工事を発注しており，工事事故の発生防

止のため，発注者として各工事現場における安全

管理体制の充実を図るとともに，安全対策の取り

組みに従前から努めてきました。

北海道における平成２２年の労働災害の発生状況

は，全産業では休業者数（休業４日以上）が６，３９２

人，死亡者数が９４人でした。そのうち建設業関係

は，休業者数が９００人，死亡者数が２２人となって

おり，それぞれ全産業の約１４％および約２３％を占

めています（北海道労働局調べ）。

北海道開発局における工事事故発生件数を見る

と，近年，平成１７年の８３件をピークに，平成１８

年，１９年と２年連続して減少していましたが，平

成２０年には前年を１５件上回る６５件と，大きく増加

しました（前年比１．３倍）。その後，平成２１年は６１

件，平成２２年は４２件と減少してきています（図―

１）。事故の内容では，地下埋設物や架空線等に

接触し損傷させる物損公衆災害が，事故全体の約

半数を占めている状況にあります。

本稿では，北海道開発局管内の工事事故発生状

況および事故の事例等について紹介します。今後

の工事事故発生防止の参考になればと考えていま

す。

２． 工事事故発生状況

北海道開発局における平成２２年の工事事故発生

件数は４２件，死亡者数２人，負傷者数１５人となっ

ており，前年比で発生件数は１９件減，死亡者数は

±０，負傷者数は９人減となっています。

月別発生件数を見ますと，平成２２年については

４月と６月が工事事故発生件数０件となってお

り，１月と２月が若干多い傾向になっています
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図―１ 工事事故発生件数の推移
（もらい事故を除く）
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（図―２，３）。

また，事故分類別では，地下埋設物や架空線等

に接触し損傷させる事故を平成２１年と比較すると

３２件から２０件と１２件減少していますが，例年と同

様に工事事故発生件数全体の約半数と大きな割合

を占める結果となっています（図―４，５）。

図―２ 月別工事事故発生件数の推移

図―３ 平成２２年月別工事事故発生状況

図―４ 事故分類別工事事故発生件数の推移
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３． 工事事故事例紹介

北海道開発局管内で平成２２年度に発生した工事

事故の事例を紹介します。

� 雪崩の発生を予測できなかった事故事例

� 事故概要（写真―１，２，図―６，７）

道路維持工事において，トンネル坑口上部にあ

る雪庇が落下し車道に影響がでないように，法面

下部にポケットを確保のため監視員１人，作業員

５人，計６人で作業を行っていた。事故発生時の

状況について，数日前から作業前日まで真冬日が

続いており，作業当日は気温が上昇していた。ま

た，事故発生箇所については，過去に雪崩が発生

した履歴もなく，作業前には雪庇を目視により，

確認していたが，気温上昇により，突発的に雪崩

が発生し，トンネル上部の奥行き１０mの平場で作

業していた作業員４人中２人が雪崩に押し出さ

れ，作業員Aがトンネル脇に，作業員Bがトンネ

ル上部から７m下の車道に転落した事故である。

� 被災の程度

・作業員A：胸部挫傷，腰部挫傷（休業０日）

・作業員B：右大腿骨近位部骨折，骨盤骨折，顔

面骨骨折，全身打撲（休業５９日）

� 事故後の対策

・雪崩に巻き込まれる恐れがある箇所では作業を

行わない

・高所作業を行う場所では確実に落下防止の処置

を講ずること

・再度，安全教育を作業員に徹底すること

・トンネル上部の作業についても安全を考慮した

作業手順書を作成し周知すること

� 建設機械の輸送中に発生した事故事例

� 事故概要（写真―３，４，図―８）

２０tブルドーザの作業が完了し，機材センター

へ輸送中，対向車から１０tダンプが走行してきた

ため左側路側へ車体を寄せたところ，ブルドーザ

の排土板がシェッドの支柱に衝突し，１０tダンプ

と後続車３台に接触した。また衝突によりシェッ

ドの支柱が倒壊したため，頂版が崩壊し通行止め

となった。

今回の事故は車両の幅等の最高制限を超えてい

たにもかかわらず，受注者が下請け業者に依頼し

たことで間違いないと思い込み，確認を怠ったこ

写真―１

図―５ 平成２２年事故分類別工事事故発生状況

写真―２
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図―６ 事故状況説明図（平面図）

図―７ 事故状況説明図（断面図）

建設マネジメント技術 2011年 11月号 ５５



至　中川町 至　音威子府 

ブルドーザの排土
板がスノーシェッ
ド支柱に接触 

ダンプ 
トラック 

支柱に接触した衝撃で
ブルドーザが荷台の上
で回転し，クローラ部
分がダンプトラック荷
台後部に接触 

回転したブルドーザがス
ノーシェッド支柱を倒し，
頂版が落下する 

ブルドーザは荷台上
で，320度回転 

一般国道40号 はみ出したブルド
ーザの排土板が対
向車（３台）に接触 

ワゴン 
車 RV車 ライト 

バン 

停止位置 
� � � � 

� � � 

とにより発生した事故である。

� 被災の程度

・車両４台破損

・一般国道４０号通行止め

� 事故後の対策

・安全大会を実施し，搬送車両の規格・寸法，通

行許可，経路，期日，積荷の規模を書面により

事前説明を行い，受注者が立会いし確認する。

以上のとおり，冬期の工事において発生した事

故と建設機械輸送中の事故の２例をご紹介しまし

た。利用者の安全確保のため厳しい工程での作業

を行う必要がある中，厳しい気象条件下の工事な

らではの事故発生要因も見受けられますが，基本

的な事項が守られていなくて発生したことがよく

わかります。これらの事例以外にも種々の事故が

発生していますが，いずれの事例からも，基本的

な安全管理をしっかり行うことがいっそう重要で

あることを思い知らされます。

４． おわりに

北海道開発局における工事事故の発生状況およ

び事故事例についてご紹介してきました。

平成２３年度の工事・業務においても，すでに多

くの工事事故の報告が届いています。平成２３年に

ついては，工事事故による死亡事故は発生してい

ませんが，死亡事故に至らなかった事故でも，事

故の発生形態，事故原因，作業状況などから見

て，一歩間違えば死者が出ていてもおかしくない

ような事例も少なくありません。

今後とも，管内事故事例について出先機関職員

も含めた情報共有に努め，同種事故の防止に努め

ていきたいと思います。

写真―４写真―３

図―８ 事故状況説明図（平面図）

５６ 建設マネジメント技術 2011年 11月号


